
　市民の足と言われる、バスやＪＲといった公共交通機関が、大
きな転換期を迎えています。いろいろな地域で、利用者の減、収
支の悪化などにより路線の維持が困難だという報道がなされて
いますが、岩見沢市ではどのような状況なのでしょう？
　今月号は、岩見沢市における市民の足の今をお伝えします。
問合先　市企画室新

た
な
バ
ス
路
線

　
平
成
26
年
に
実
施
し
た
住
民
ニ
ー
ズ
把

握
調
査
の
結
果
や
、
岩
見
沢
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

と
高
齢
化
の
進
行
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
市
内
の
公
共
交
通
の

根
幹
は
路
線
バ
ス
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
第
一
歩
と

し
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い

バ
ス
路
線
の
再
編
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

と
、
岩
見
沢
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
の
議
論
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
、
私
た
ち
の
新

し
い
バ
ス
路
線
が
、
平

成
29
年
10
月
か
ら
運
行

さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
バ
ス
路
線
の

概
要
と
、
変
更
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

四
つ
の
循
環
線

　
今
ま
で
の
路
線
を
統
合
・
再
編
し
、
市

街
地
と
周
辺
住
宅
街
を
結
ぶ
、
四
つ
の
循

環
線
を
新
た
に
設
定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

循
環
線
で
は
、
双
方

向
か
ら
バ
ス
が
運
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
始
点
か
ら

終
点
間
に
限
ら
れ
て

い
た
移
動
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま

す
。

も
う
一
つ
の
乗
降
拠
点

　
新
し
い
バ
ス
路
線
で
は
、
駅
に
隣
接
す

る
〝
岩
見
沢
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
有
明
町
南

１
）〞
に
加
え
、
ま
ち
な
か
の
も
う
一
つ

の
乗
降
拠
点
と
し
て
、〝
で
あ
え
ー
る
岩

見
沢
（
４
西
３
）〞

を
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
四
つ
の
循

環
路
線
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
路

線
が
〝
で
あ
え
ー

る
岩
見
沢
〞
を
経

由
し
ま
す
。

新たな循環線
●かえで団地循環線
●日の出台・栄町循環線
●鉄北循環線
●南町・春日循環線

市
の
交
通
事
情

　

481
平
方
㌖
に
及
ぶ
広
大
な
市
域
に
約

８
万
３
千
人
が
暮
ら
す
、
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
岩
見
沢
。
札
幌
や
新
千
歳
空
港
か
ら

も
近
く
、
ま
た
国
道
12
号
や
234
号
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
主
要
な
道
路
や
、
Ｊ
Ｒ

函
館
線
や
室
蘭
線
な
ど
が
交
差
す
る
、
発

達
し
た
交
通
網
と
、
石
炭
や
農
業
を
中
心

と
し
た
産
業
を
背
景
に
、
交
通
の
要
衝
と

し
て
発
展
し
、産
業
や
経
済
、政
治
、文
化
、

福
祉
、
医
療
な
ど
、
空
知
の
中
心
的
な
都

市
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
札
幌
と
旭
川
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ

函
館
線
と
、
苫
小
牧
へ
と
通
じ
る
Ｊ
Ｒ
室

蘭
線
、
そ
し
て
岩
見
沢
駅
を
中
心
と
す
る

路
線
バ
ス
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は

大
型
商
業
施
設
の
郊
外
進
出
や
、
住
宅
街

の
郊
外
化
も
進
み
、
自
動
車
依
存
も
強

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
公
共
交

通
事
業
者
の
収
支
も
悪
化
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
、
移
動
手

段
の
確
保
が
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
公

共
交
通
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。

市民の足の転換期
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最
終
発
車
時
刻
の
繰
り
下
げ

　

私
た
ち
の
生
活
様
式
が
変
化
す
る
中
、

現
行
の
岩
見
沢
市
内
の
路
線
バ
ス
は
、「
最

終
発
車
時
刻
が
早
す
ぎ
る
」
と
い
う
声
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
声
を
受
け
、

四
つ
の
循
環
路
線
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終

発
車
便
を
午
後
９
時
以
降
に
設
定
す
る
な

ど
、
最
終
発
車
時
刻
を
繰
り
下
げ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
通
勤
や
通
学
、
市
街
地
で

の
会
合
や
学
習
塾
な
ど
か
ら
の
帰
宅
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

遠
回
り
、
狭
い
、
重
複
の
解
消

　
新
し
い
バ
ス
路
線
で
は
、
市
街
地
に
向

か
う
際
の
、
遠
回
り
区
間
を
で
き
る
だ
け

解
消
し
、
目
的
地
ま
で
の
到
着
時
間
の
短

縮
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遅
延
発
生

の
要
因
と
な
っ
て
い
た
、
道
路
幅
が
狭
い

区
間
は
、
で
き
る
だ
け
近
隣
の
道
路
条
件

の
良
い
経
路
を
運
行
す
る
こ
と
で
、
決
め

ら
れ
た
時
間
に
発
車
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
通
勤
や
通

学
、
Ｊ
Ｒ
や
他
の
路
線
へ
の
乗
継
な
ど
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

新
し
い
バ
ス
路
線
は
次
の
ペ
ー
ジ

10 月からのバス路線変更

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
市
は
、
公
共
交
通
を
今
後
ど
う
す
れ
ば

持
続
的
に
維
持
で
き
る
か
、
ま
た
、
利
便

性
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

る
た
め
、
平
成
27
年
１
月
に
交
通
事
業
者

や
道
路
管
理
者
、
警
察
、
学
識
経
験
者
、

利
用
者
の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
〝
岩
見

沢
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
〞
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
、
平
成
27
年

４
月
に
、
今
後
の
公
共
交
通
の
方
向
性
を

示
す
〝
岩
見
沢
市
生
活
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
〞、

平
成
28
年
６
月
に
は
、
公
共

交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

し
て
〝
岩
見
沢
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
〞
を
策
定

し
ま
し
た
。

☜
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面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　
利
用
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

室
蘭
線
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
単
独
維
持
困
難

線
区
に
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
公
共
交

通
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
バ
ス
の
ほ
か
に
も
、
Ｊ
Ｒ

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
運

行
し
て
い
ま
す
。
都
市
間
の
移
動
や
、
広

い
地
域
を
路
線
バ
ス
だ
け
で
カ
バ
ー
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
時
刻
や
経
路
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
運
行
が
可
能
な

タ
ク
シ
ー
や
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
人
を

遠
く
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ｒ
な
ど
、

こ
れ
ら
の
公
共
交
通
が
連
携
し
て
人
の
流

れ
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
れ

ら
の
公
共
交
通
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
、
単
な
る
移
動
手
段
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
自
分
ら
し
く

健
康
で
明
る
く
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
生

活
基
盤
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
は
こ
れ
か
ら
も
、
各
公
共
交
通
機
関

の
得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
合
っ

た
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
公
共
交
通
を
積
極

的
に
利
用
し
、
一
緒
に
公
共
交
通
の
維
持

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

かえで団地循環線（中央バス） 日の出台・栄町循環線（中央バス）

鉄北循環線（中央バス） 南町・春日循環線（中央バス）

大和線（中央バス）

三笠線（中央バス）／美唄線（中央バス）

月形線（中央バス）

四
つ
の
循
環
線

幌向線（中央バス）／北新線（新篠津交通）

10 月からの新しいバス路線万字線
（中央バス）

岩見沢長沼線
岩見沢栗山線
岩見沢三川線
夕張線
（いずれも

中央バス）

停留所やダイヤなど詳しくは、広報いわみざわ 10月号でお知らせします

※岩見沢栗山線は、時
間帯によりコースが
異なります。岩見沢
長沼線、岩見沢三川
線、夕張線は、Ａコー
スとなります。


